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正方形と垂直関係 

 

下の図は，辺の長さが等しい正方形２つと，点Ｆ，点Ｈを中心とするおうぎ形を組み合わせたものです。

以下の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）影をつけた四角形ＥＦＧＨの面積を求めなさい。 

 

（２）影をつけた四角形ＥＦＧＨの対角線ＥＧとＦＨの長さの比を求めなさい。 

 

  

最難関問題 

 

２㎝ 

３㎝ 

Ｆ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｇ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｈ 



https://jukensansuu.org 

 

正方形と垂直関係 （１）６.５㎝２ （２）２：５ 

 

（１）正方形１つの面積は，図①より，２×３÷２×４＋１×１＝１３（㎝２）です。四角形ＥＦＧＨは，

図②のようにＥＦ＝ＦＧ，ＥＨ＝ＨＧなので，二等辺三角形ＦＧＥとＨＧＥを組み合わせた形ですから，

２本の対角線ＥＧとＦＨは，互いの真ん中の点で垂直に交わります。よって，対角線ＦＨによって，四

角形ＥＦＧＨの面積は二等分されます。 

   図③のように直線ＢＦを引くと，直線ＣＥとＢＦは平行なので，影をつけた三角形ＦＨＥと太線で囲

った三角形ＢＨＥの面積は等しくなります。よって，三角形ＦＨＥの面積は１３÷４＝３.２５（㎝２），

四角形ＥＦＧＨの面積は３.２５×２＝６.５（㎝２）です。 

 

図①            図②              図③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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（２）四角形ＥＦＧＨの対角線ＥＧとＦＨは垂直に交わるので，その面積はＥＧ×ＦＨ÷２で求めることが

できます。ＥＧ×ＦＨ÷２＝６.５より，ＥＧ×ＦＨ＝１３です。 

   次に，ＦＨを１辺とする図④のような正方形の面積を考えます。図⑤において，〇印をつけた線の長

さは，（３－２）÷２＝０.５（㎝），△印をつけた線の長さは５÷２＝２.５（㎝）なので，ＩＨの長さ

は３＋０.５＝３.５（㎝），ＩＦの長さは２.５＋２＝４.５（㎝）です。 

 

図④                    図⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   よって，ＦＨを１辺とする正方形の面積は，３.５×４.５÷２×４＋１×１＝３２.５（㎝２）です。

ＥＧ×ＦＨ＝１３で，ＦＨ×ＦＨ＝３２.５なので，四角形ＥＦＧＨの対角線ＥＧとＦＨの長さの比は，

１３：３２.５＝２：５です。 
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